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注
意
！
掲
載
す
る
会
場
で
の
小
型
無
人
機（
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
な
ど
）の
使
用
は
、会
場
内
の
安
全
確
保
の
た
め
禁
止
し
ま
す
。

か
わ
し
ま
燦
々
夏
ま
つ
り
は
、
河
川
環
境
楽
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
31

日
に
行
わ
れ
る
「
か
わ
し
ま
川
ま
つ
り
」。
水
面
に
浮
か

ぶ
「
舟
や
ま
」
が
幻
想
的
な
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
に

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統
の
祭
事
で
す
。

　

川
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、
野
外
映
画
会
、
魚
の
つ
か
み

取
り
、
屋
台
な
ど
、
夏
祭
り
な
ら
で
は
の
楽
し
い
催
し
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
川
ま
つ
り
を
観
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ

く
、風
情
あ
ふ
れ
る「
夕
さ
り
茶
会
」な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
31
日
午
後
５
時
〜
、
浴
衣
姿
で
会
場
を
訪
れ
た

方
に
は
、
抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ご
家
族
や
お
友

達
、み
ん
な
で
浴
衣
を
着
て
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　

河
川
環
境
楽
園
（
川
島
笠
田
町
）

備
考　

雨
天
中
止

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
川
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９
９
２
５
、
当

日
は
☎
０
９
０
（
６
０
９
９
）
１
５
６
３

かわしま燦々夏まつり  タイムスケジュール

30日
（土）

31日
（日）

11:0010:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

屋台
17:00～21:00

屋台
17:00～21:00

月　

日　

   　

日

土

日

７

30

31・

各
務
小
児
童
に
よ
る
「
鯉
み
こ
し
行
列
」
や
太
鼓
演

奏
の
ほ
か
、
夜
は
迫
力
満
点
の
花
火
が
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

日
程　

▽
歩
行
者
天
国
（
池
西
側
）＝
午
後
１
時
〜
９
時

30
分
▽
鯉
み
こ
し
行
列
＝
午
後
３
時
30
分
〜
▽
花
火
大
会

＝
午
後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

場
所　

お
が
せ
池
周
辺
（
各
務
お
が
せ
町
７
）

備
考　

▽
お
が
せ
池
西
広
場
の
一
部
は
花
火
打
ち
上
げ
の

危
険
区
域
の
た
め
立
入
禁
止
▽
交
通
規
制
の
詳
細
は
広
報

紙
７
月
15
日
号
に
掲
載
▽
臨
時
駐
車
場
（
村
国
座
・
各
務

小
・
各
務
原
市
民
会
館
第
３
駐
車
場
）
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
公
共
交
通
機
関
（
名
鉄
「
苧
ヶ
瀬
駅
」
下
車
15
分
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
民
会
館
第
３
駐
車
場
か
ら
会
場
付

近
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
▽
荒
天
時
は
24
日
に
延
期

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
お
が
せ
池
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
☎
０
5
8
（
3
8
3
）
9
9
2
５
、
当
日
は
☎
０
９

０
（
６
０
９
９
）
１
５
６
３

月　

日　

  土

７

23

時
を
忘
れ
る
光
の
舞
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
友
達
お
そ

ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、１
日
〜
９
日
の
午
後
７
時
50
分
か
ら
約
15
分
間
、

ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
と
し
て
、
毎
日
約
２
０
０
発
の
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。

時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所　

木
曽
川
河
畔
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
下
流

定
員　

２
０
０
席
（
全
席
指
定
、
申
込
順
）

費
用　

１
５
０
０
円
（
１
席
）

申
込　

７
月
10
日　

午
前
10
時
〜
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
☎
０
５

７
０
（
０
２
）
９
９
９
９
（
Ｐ
コ
ー
ド
６
３
２
―
３
２
８
）

備
考　

▽
交
通
規
制
の
詳
細
は
広
報
紙
８
月
１
日
号
に
掲

載
▽
公
共
交
通
機
関
（
名
鉄
「
新
鵜
沼
駅
」
下
車
５
分
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▽
荒
天
・
増
水
時
は
中
止

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９
９
２
５
、
当
日
は
☎
０

５
８
（
３
８
５
）
１
７
９
１

月　

日　

  水

８

10

期
日　

７
月
１
日（
金
）、
２
日（
土
）
い
ず
れ
も
午
後
６
時

30
分
〜

場
所　

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
一
帯

内
容　

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
抽
選
会
な
ど

詳
細　

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
・
桐
井
☎
０
５
８
（
３
８
９
）

０
６
０
０

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き  

七
夕
ま
つ
り

　
「
市
商
店
街
等
地
域
活
性
化
ソ
フ
ト
事
業
補
助
金
」

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期
日　
８
月
６
日（
土
）
午
後
４
時
〜
（
雨
天
時
は
７
日
に

延
期
）

場
所　

野
口
公
民
館
前
一
帯

内
容　

夜
店
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

詳
細　

蘇
原
野
口
町
発
展
会
・
長
尾
☎
０
５
８
（
３
８
９
）

３
４
１
７

野
口
町
夏
祭
り

期
日　
７
月
23
日（
土
）
午
後
５
時
〜

場
所　

各
務
原
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
帯

内
容　

夜
店
、
盆
踊
り
、
子
ど
も
相
撲
な
ど

詳
細　

各
務
原
区
自
治
会
・
岩
田
☎
０
８
０
（
３
２
８
８
）

３
５
１
１
、
当
日
は
☎
０
９
０
（
７
０
４
５
）
１
６
８
５

各
務
原
区
夏
祭
り

期
日　

９
月
10
日（
土
）
午
後
３
時
〜

場
所　

蘇
原
中
央
通
り
一
帯

内
容　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

詳
細　

蘇
原
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合
・
高
木
☎
０
５

８
（
３
８
２
）
０
８
１
４

蘇
原
中
央
通
り
歩
行
者
天
国

木舟遊覧
13:00～16:00

19:00～19:10
セレモニー

宵やま
19:10～20:00

14:00～17:00

クイズラリー
16:00～

20:00～20:05
グランドフィナーレ

10:00/12:00/13:45/14:45
野外映画会
19:15～21:00

夕さり茶会
16:00～20:30

浴衣姿、大集合！
17:00～

夏の思い出うちわプレゼント
＝木曽川水園・下流域

＝自然発見館・北園路

＝自然発見館・芝生広場

＝木曽川水園・農家 昼やま
15:00～15:30

＝木曽川水園・じゃぶじゃぶの河原

10:00/11:00/12:00/13:45/14:45
魚のつかみ取り

魚のつかみ取り
10:00/11:00/12:00/13:45/14:45
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詳細　まちづくり推進課☎ 058-383-1997

あ
な
た
の

思
い
を
直
接

市
長
へ
！

皆さんの「声」が必要です！

まちづくり
ミーティング

皆
さ
ん
と
の
「
対
話
」
で

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

今
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

平
成
28
年
度
の
参
加
団
体
募
集

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め
、
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
は
今
年
度
で
４
年
目
。
市
内

で
活
動
す
る
団
体
を
対
象
に
実
施
し
、
参

加
者
皆
さ
ん
一
人
一
人
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
か
ら
、
不
妊

治
療
や
産
後
健
診
へ
の
助
成
な
ど
が
事
業

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
若
い
方
か
ら
シ
ニ
ア
の
方
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
な
ど
、
幅
広
い
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

充
実
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
新
し

く
な
り
ま
す
。
変
更
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

【
団
体
の
希
望
す
る
日
程
で
実
施
】

　
昨
年
度
ま
で
は
、
開
催
日
時
が
事
前
に

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

団
体
の
希
望
日
で
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

日
時
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
開
催
場
所
は
市
役
所
で
】

　

こ
れ
ま
で
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
市
役
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
今
年
度
か
ら
市
役
所
を
中
心
に
開

催
し
ま
す
。

　

市
役
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
お
近
く
の
公
共
施
設
で
実
施
す
る
な

ど
、希
望
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

【
市
長
か
ら
市
の
現
状
を
報
告
】

　

市
か
ら
の
正
確
な
情
報
発
信
も「
対
話
」

の
ひ
と
つ
。
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
の
状

況
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
今
の
各

務
原
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
～
12
月
の
午
前
10
時
～
午

後
９
時
の
う
ち
、
１
時
間
～
１
時
間
30
分

程
度
（
開
催
は
、
１
日
１
回
１
団
体
）

■
対
象　

出
席
者
が
10
～
15
人
程
度
と
な

る
市
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
（
特
定

の
政
党
を
支
持
す
る
団
体
、
暴
力
団
、
宗

教
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
な
ど

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

■
申
込
　
開
催
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で

に
、「
懇
談
す
る
テ
ー
マ
・
意
見
」
を
記

載
し
た
申
込
書
と
参
加
者
名
簿
を
直
接
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ（
申
込
書
は
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

■
備
考　

▼
参
加
は
１
年
度
１
回
限
り

（
代
表
者
や
構
成
員
の
多
く
が
重
複
し
て

い
る
場
合
、
同
一
市
民
団
体
と
み
な
す
場

合
あ
り
）▼
同
一
日
に
複
数
の
申
込
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
場
合
は
申
込
順
で
調
整

▼
市
長
公
務
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
希

望
日
時
に
沿
え
な
い
場
合
あ
り
▼
「
ま
ち

づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
意
見
交
換
の

場
で
す
。
一
方
的
な
意
見
や
要
求
、
特
定

の
個
人
や
団
体
の
権
利
に
関
す
る
事
項
な

ど
は
扱
い
ま
せ
ん

■
詳
細　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
９
９
７

市では、市民の皆さんのご意見やアイデアを市政に役立てるため、市長と皆
さんが直接語り合う「まちづくりミーティング」を実施しています。
7月から、平成 28年度の参加団体を募集します。ぜひ、皆さんの貴重な「声」
をお聞かせください。

まちづくりミーティング参加団体にインタビュー

濃尾・各務原地名文化研究会
代表・可児幸彦さん

　まちづくりミーティングは、とても話しやすい雰囲気で、会
員一人一人が自分の思いを話すことができました。私たちは、
ミーティングで「各務原の文化や人を、地名を介して伝えてい
きたい」という思いや、「各務原の豊かな自然や資源を生かし
て市を PRできればよいのでは」という思いを伝えました。
　市長の話を聞いて、今までは知らな
かった、シティプロモーション事業に
ついて知ることができました。市もブ
ランド化を進めており、「私たちと同
じ思いを持っているんだ」ということ
が分かり、今後の私たちの活動の励み
にもなりました。

今後の活動の励みになりました今後の活動の励みになりました

　普段市長と直接話をする機会がないので、最初は皆とても緊張
していましたが、一人一人の話を丁寧に聞いてもらえ、有意義な
時間となりました。
　私たちは、「就農者向けの相談窓口や支援体制を整えてほしい」、
「都市近郊という立地を生かし、ブランド力のアップを図ってい
きたい」という思いを伝えました。市長からは、「就農者と関係
機関、市との連携をより一層密にしていきたい」という思いを聞
くことができました。「農産品を市の
ふるさと納税記念品カタログに追加
してはどうか」との意見ももらえ、今
まで知らなかった市の取り組みを知
るきっかけともなり、よかったです。
　まちづくりミーティングに参加し
たことで、より市を身近に感じるよう
になりました。

より市を身近に感じるようになりましたより市を身近に感じるようになりました

JA ぎふ青年部各務原支部
大竹浩巳さん

ご
参
加
、

お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

【ミーティングテーマ】

▼難読漢字「各務原」について

▼濃尾平野における各務原の
位置づけについて

▼団体の活動について

▼地域の歴史について

【ミーティングテーマ】

▼農業経営における要望、支
援、強化

▼農業経営しやすい環境づくり

▼希望の持てる農業

▲昨年度の「まちづくりミーティング」で
語り合う、浅野市長と市民の皆さん

▲各務原の文化や人を伝える
講演会

▲市特産のニンジンを収穫す
る大竹さん

27年度
参加

26年度
参加
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

先
月
4
日
、
市
民
会
館
に
約
1
０
０

０
人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、「
育
て
よ
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
、
高
め
よ
う
家
庭
と
地
域
の

教
育
力
、
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
活

動
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

盛
大
に
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
は
、
今
年
度
の
各
小
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」

を
流
し
、
元
気
に
壇
上
に
駆
け
上
が
る

会
長
さ
ん
の
姿
は
と
て
も
軽
快
で
、
会

場
か
ら
も
手
拍
子
が
始
ま
る
な
ど
、
皆

さ
ん
の
活
力
溢
れ
る
姿
は
非
常
に
頼
も

し
い
も
の
で
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、

市
内
の
小
中
学
校
25
校
の
保
護
者
と
教

職
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
児
童
生

徒
の
健
全
な
育
成
に
日
々
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
羅

針
盤
と
な
る
「
各
務
原
市
総
合
計
画
」

に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
展
開
し
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
へ
と
一
歩
一

歩
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
各
務
原

市
が
将
来
に
向
か
っ
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
う
え
で
、
魅
力
あ
る
「
子
育

て
・
教
育
」
分
野
の
施
策
充
実
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、学
校
や
行
政
は
、
家

庭
や
地
域
、さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企
業
の

皆
さ
ん
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
一
体

と
な
っ
て
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　
「
未
来
の
宝
」で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
、
引

き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
さ
ん
と
も

手
を
携
え
、学
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

郷
土
愛
の
醸
成
や
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

育
む
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

各務原市PTA連合会
定期大会

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
第
24
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
」が
６
月
22
日
に
公
示
さ
れ
、

７
月
10
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

　

次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
し
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き

ま
す
。

▽
日
本
国
民
で
、
平
成
10
年
７
月
11
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
（
投
票
日
に
満
18
歳
以

上
）
▽
平
成
28
年
３
月
21
日
ま
で
に
各
務

原
市
に
住
民
登
録
、
転
入
届
出
を
し
た
方

で
、
平
成
28
年
６
月
21
日
の
時
点
で
引
き

続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
▽
欠
格
事
由
（
公
民
権
が
停
止
さ
れ
て

い
る
な
ど
）
に
該
当
し
な
い
方

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

　

平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
転
入
届
を

提
出
し
た
方
で
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
住
所
地

で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
を
６
月
22
日
ご
ろ
に
発
送

し
ま
し
た
。
投
票
の
際
に
は
、
入
場
整
理

券
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
く
て
も
、
期

日
前
（
不
在
者
）
投
票
や
投
票
日
の
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前（
不
在
者
）投
票

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
投
票
区
外
へ
の
外

出
な
ど
の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、期
日
前（
不
在
者
）投
票
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
左
記
の
期
日
前
投
票
所
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
（
な
く
し
た
方
、
届
い

て
い
な
い
方
も
投
票
で
き
ま
す
）。

　

今
回
か
ら
新
た
に
ア
ピ
タ
各
務
原
店
内

に
も
期
日
前
投
票
所
を
設
け
ま
し
た
。

期
日
前（
不
在
者
）投
票
所

鵜沼市民
サービスセンター

産業文化
センター

アピタ各務原店

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
今
回
の

選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
満
18
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

未
来
に
つ
な
が
る
「
選
挙
」

　

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
を
よ
く
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
を
政
治
に
反
映

さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
が
必
要
で
す
。
そ

の
代
表
者
を
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
の
が

「
選
挙
」
で
す
。

　

候
補
者
の
経
歴
、
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
は
、
投
票
日
の
２
日
前
ま
で

に
中
日
・
岐
阜
・
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・

日
本
経
済
新
聞
の
朝
刊
折
込
み
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
の
公
共
施
設
な
ど
の
窓
口
に

も
設
置
し
ま
す
。

　

開
票
は
、
10
日
の
午
後
９
時
20
分
～
那

加
中
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

開
票
速
報
は
開
票
所
内
の
掲
示
板
や
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
行
い
ま
す
。
電
話
で
の

問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

若
い
皆
さ
ん
の
声
を

　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
の
目
的
は
、

選
挙
権
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の

声
を
、
よ
り
政
治
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
日
本
の
未
来
を
担

う
皆
さ
ん
に
、
選
挙
権
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

「
初
め
て
の
投
票
」
に
行
こ
う
　

　

初
め
て
の
選
挙
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
難

し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
票

川島ライフ
デザインセンター

の
流
れ
は
、
皆
さ
ん
が
学
生
時
代
に
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
「
生
徒
会
選
挙
」
と
同

じ
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
「
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
」
の
特
集
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
投
票
」
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
こ
れ

か
ら
を
決
め
る
も
の

で
す
。

　

あ
な
た
の
持
つ
「
一

票
」
を
、
自
分
自
身
の

未
来
に
投
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

産業文化センター6階3・4会議室
6月23日～7月9日　8:30～20:00

鵜沼市民サービスセンター1階会議室
6月23 日～7月9日　8:30～ 20:00

アピタ各務原店 2階中央休憩所
7月6日～8日　10:00 ～ 19:00

川島ライフデザインセンター1階ホール
7月4日～9日　8:30～20:00

投票日

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
や
、
要
介
護

５
に
あ
た
る
方
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
、
自
宅
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住所に関係なく、4カ所いずれの会場でも期日前投票できます
（会場ごとに期間、時間が異なります）

詳細　選挙管理委員会事務局☎ 058-383-1119

参議院議員通常選挙参議院議員通常選挙
 7月 10日（日）7:00 ～ 20:00

18
歳
選
挙
、ス
タ
ー
ト
！

選
挙
公
報

開
票
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　地域のシンボルになっている
など、優れた外観の建物や、こ
れからも大切にしていきたい市
内のまちなみなどを「市都市景
観賞」として表彰します。

【作品募集】
部門　建築物部門、まちなみ部
門、まちづくり活動部門
対象　市内の建物、活動など
備考　選考委員会で選考し、10 月
下旬に通知します
申込期限　8 月 1 日（消印有効）

【選考委員募集】
任期　平成 29 年 3 月 31 日まで
対象　市内在住・在勤・在学の
20 歳以上の方
定員　若干名（選考）
申込期限　7 月 15 日（消印有効）

【共通事項】
申込と詳細　都市計画課（作品
募集のみ市民サービスセンター
にも設置）、または市ウェブサ
イトでダウンロードした応募用
紙を直接、または ▽ メール＝
tkeikaku01@city.kakamigahara.
gifu.jp ▽ 郵送＝〒 504-0855 那
加桜町 1-69、市役所都市計画
課☎ 058-383-1111 内線 2733

市都市景観賞
作品・選考委員募集

【夏休み冒険  古墳を登ろう、古
墳へ入ろう !】
　市内の代表的
な古墳をバスで
訪れ、古墳の規
模や特徴を体感
的に学びます。
　古墳を登ったり石室の中へ
入ったりしながら、７つのミッ
ション（課題）をクリアすると、
７枚の文化財カードが集まり、

「古墳資料集」が完成します。
日時　8 月 6 日（土）　10:00 ～
15:00（荒天中止）
場所　炉畑遺跡駐車場（鵜沼三
ツ池町 6）集合、坊の塚古墳・
衣裳塚古墳、埋蔵文化財調査セ
ンター展示室など
対象　小学生とその保護者
定員　15 組 30 人（申込順）
持参品　昼食、飲み物、山歩き
しやすい服装
申込と詳細　7 月 4 日～ 22 日に

「参加者全員の氏名、住所、年齢、
電話番号」を明記し、メール
bunka@city.kakamigahara.gifu.
jp または電話で文化財課☎ 05
8-383-1475

各務原寺子屋事業
ふるさと歴史発見

　夏休みにホッケーを体験して
みませんか。初心者大歓迎！
日時　7 月 27 日～ 31 日　いず
れも   10:00 ～ 12:00（全５回）
場所　市ホッケー場（下切町 6）
対象　小・中学生（保護者の承
諾が必要）
定員　50 人（申込順）
講師　市ホッケー協会
申込と詳細　7月22日までに直
接グリーンスタジアム管理室ま
たはスポーツ課☎ 058-383-1231

夏休みホッケー
講習会

　夢と感動にあふれた、航空・
宇宙の映画を見に行こう！入場
は無料です。
日時　① 7 月 23 日（土）13:00 ～
15:00 ② 8 月 20 日（土）    13:00 ～
15:30（いずれも開場は 30 分前）
場所　文化ホール（蘇原中央町 2）
定員　各 500 人（当日申込順）
内容　①プレーンズ②アポロ
13（いずれも日本語吹替版）
備考　内容は変更になる場合が
あります
詳細　県航空宇宙産業課☎ 058-
272-8836

ぎふ・かかみがはら
航空宇宙映画祭

日時　7 月 16 日（土）　13:30 ～
16:00（荒天中止）
場所　各務野自然遺産の森（各
務字車洞）
対象　小学 4 年生以上（小学生
は保護者同伴）
定員　30 人（抽選）
費用　600 円（資料代・保険料
など、当日支払）
持参品　食事、飲み物、赤ペン、
かっぱなどの雨具（コンパスは
貸し出します）
申込と詳細　7 月 10 日までに

「住所、氏名、年齢、電話番号、
メールアドレス」を県オリエン
テーリング協会事務局・橋本
☎ 0577-32-0532

オリエンテーリング
体験講座

日時　8 月 6 日（土）　18:30 ～
場所　川島中学校（川島河田町）
対象　市内在住、在勤、在学の方
内容　スポーツガラッキー、カ
ローリング
申込と詳細　7 月 20 日までに、
各校区スポーツ推進委員または
スポーツ課☎ 058-383-1231

軽スポーツ交流会

日時　① 7 月 24 日② 31 日　
いずれも日曜日　10:00 ～ 11:00

（両日受講も可）
場所　鵜沼西地区体育館（鵜沼
各務原町 6）　
対象　市内在住の小学生
持参品　運動ができる服装、飲
み物、タオル
備考　安全には配慮しますが、
保険に加入しないため、ケガな
どは自己責任でお願いします
申込と詳細　7 月 20 日までに
総合体育館、スポーツ課にある
申込用紙を市フルコンタクト空
手道連盟事務局・具志堅　058-
374-7367 ☎ 058-253-2419

フルコンタクト
空手体験教室

　親子で一緒に、夏休みの思い
出作りはいかがですか？
日時　8 月 21 日（日）　9:00 ～
17:30（予定）
場所　愛知こどもの国（愛知県
西尾市東幡豆町）
対象　3 歳～小学生の子どもが
いる、ひとり親家庭の親子
定員　130 人（抽選）
費用　1 世帯 2000 円
備考　当選者にのみ、8 月 5 日
までに日程などを案内
申込と詳細　７月 15 日までに
子育て支援課☎ 058-383-1131

仲よし親子の集い
日帰りバス旅行

　ボランティア・団体活動の問
題解決のヒントをもらえるセミ
ナーです。
　経験も知識も豊富な講師の話
を聞いてみませんか？
日時　7 月 30 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　那加福祉センター 2 階学
習室（那加雲雀町）
定員　30 人（申込順）
内容　団体運営のための資金確
保の方法、効果的な PR など
講師　北村隆幸・NPO 法人せ
き・まちづくり NPO ぶうめら
ん代表理事
申込と詳細　事前に電話でまち
づくり推進課☎ 058-383-1997

まちづくり
参加セミナー

対象　各務原の食材や加工品を
使ったスイーツ、各務原をイ
メージしたスイーツ、健康を
テーマにしたスイーツ
審査　1 次審査（レシピ審査）、
2 次 審 査（ 作 品 製 作・ 審 査 ）、
最終審査（市民による試食審査）
備考　 ▽優秀作品は市、商工会議
所、観光協会、JA ぎふから表彰

▽作品の著作権は主催者に帰属
申込と詳細　7 月 1 日～ 9 月 25
日（必着）までに、ライフデザイン
センター、中部学院大学各務原
キャンパスなどにある応募用紙
を、郵送で〒 509-0116 緑苑西
2-81、NPO 団体各務原まちづ
くり・水野☎ 058-370-0117

各務野スイーツ
コンテスト作品募集

【作品募集】
部門　 ▽ 公共花壇（大）＝ 20 ㎡
以上の公共の花壇を花かざりす
る団体 ▽ 公共花壇（小）＝ 20 ㎡
未満の公共の花壇を花かざりす
る団体 ▽ 家庭の部＝道路などか
ら見える花かざりや緑化に取り
組む一般家庭 ▽ 団体（企業・学校
等）の部＝道路などから見える
花かざりや緑化に取り組む企
業・学校 ▽達人の部＝長年優秀
な賞を受賞する団体で、審査委
員会が認めたもの
審査　 ▽ 一次審査＝作品を掲示
し、市民・審査員による投票 ▽

二次審査＝審査員による審査
申込　7 月 22 日～ 8 月 15 日に
河川公園課、市民サービスセン
ターにある応募用紙を提出

【審査員募集】
対象　審査と表彰式に参加でき
る、市内在住の 20 歳以上の方
定員　若干名（選考）
備考　報酬はありません
申込と詳細　8 月 15 日（消印有
効）までに、「住所、氏名、年齢、
電話番号」を明記し ▽ はがき＝
〒 504-8555 那加桜町 1-69、市
役所河川公園課　058-383-63
65 ☎ 058-383-1533

花と緑コンクール
作品・審査員募集

　市民の安全・安心を守るため、
消防団員約 700 人・消防団車
両 59 台が、火災防御での連携
訓練と、高度な技術の習得を目
指します。
　ぜひ見学にお越しください。
日時　7 月 10 日（日）　6:00 ～

（雨天決行）
場所　岐阜木材工業団地（須衛
町 7）
詳細　消防本部総務課☎ 058-
383-3136　

市消防団
夏季連合演習

日時　7 月 24 日（日）　7:00 ～
場所　坊の塚古墳（鵜沼羽場町 5）
備考　 ▽雨天中止 ▽道具は用意
します
詳細　市明るい社会づくり運動
協議会・上野☎ 058-383-0868

文化財古墳の清掃

日時　7 月 2 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「シルクロードの旅そし
て濃尾とお薬師様」村上太胤・
薬師寺副住職
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原歴史研究会
講演会

FAX

FAX

FAX

【レッツ・トライ・イングリッ
シュ】
　各務原高校の
生徒から、英語
を使ったゲーム
や簡単な会話な
どを教わり、楽しく活動します。
日時　7 月 23 日（土）、平成 29 年
1 月 28 日（土）　10:00~11:00
場所　各務原高校（蘇原新生町２）
対象　市内の小学５・６年生
定員　25 人（抽選）
申込みと詳細　７月１日～８日
に学校教育課☎ 058-383-1118

各務原寺子屋事業
地域ふれあい
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種目　①一般曹候補生②自衛官
候補生 男子③自衛官候補生 女
子④航空学生（パイロット）⑤
防衛大学校⑥防衛医科大学（医
学）⑦防衛医科大学（看護）
申込期間　①・③・④＝ 8 月 1
日～ 9 月 8 日②＝年間を通じ
受付⑤～⑦＝ 9 月 5 日～ 30 日
備 考　 ▽ 7 月 9 日に募集説明
会を開催 ▽試験日などは下記へ
詳細　岐阜地方協力本部☎ 058-
383-5118

【市民特別入村割引】
期間　7 月 1 日～ 9 月 4 日
費 用　18 歳 以 上 1500 円、65
歳以上・大学生 1100 円、高校
生 800 円、小・中学生 500 円（通
常は 18 歳以上 1700 円、65 歳
以上・大学生 1300 円、高校生
1000 円、小・中学生 600 円）
備考　 ▽受付窓口で市在住の証
明が必要 ▽休館日などは下記へ

【五味弘文プロデュース「かさ
ね写真の幽霊」】
期間　7 月 9 日～ 9 月 19 日
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

【市民優待入園割引】
期間　7 月 9 日～ 8 月 31 日
費用　中学生以上 700 円、2 歳
以上 300 円（通常は中学生以
上 1100 円、2 歳以上 600 円）
備考　 ▽受付窓口で市在住の証
明が必要 ▽休館日などは下記へ

【水の楽園  モンプル】
期間　7 月 9 日～ 9 月 4 日
詳細　日本モンキーパーク（犬
山大字犬山字官林 26）☎ 0568-
61-0870

　オープン 30 周年を記念して、
来場した女性の方に、毎月テー
マを変えたシンデレラの幸せの
靴をプレゼントいたします。
内容　 ▽７月＝黄色の幸せの靴

▽ 8 月＝水色の幸せの靴
備考　その他詳細はウェブサイ
ト http://www.okashino-shiro.
jp/ または下記へ問い合わせ
詳細　お菓子の城（犬山市新川
1）☎ 0568-67-8181

自衛官などを募集

博物館明治村
市民特別割引

モンキーパーク
市民優待割引

お菓子の城
30周年記念企画

　下表の方を対象に、保険診療
の自己負担分（高額療養費に該
当する場合は自己負担限度額ま
で）を助成しています。
　県内医療機関窓口は無料に、
県外医療機関は有料ですが、申
請後に助成します。
持参品　健康保険証、印鑑、預
金通帳、マイナンバーが確認で
きる書類、運転免許証など（下
表「申請時の持参品」も参照）
備考　重度・母子・父子受給者
証の更新手続きは 8 月下旬（広
報紙 8 月 15 日号に掲載予定）
詳細　医療保険課☎058-383-1128
福祉医療費の助成一覧

ご存じですか
福祉医療費の助成

7月から受付
国民年金免除申請

　合格すると高等学校の入学資
格が与えられます。受験資格や
試験会場など詳細については、
お問い合わせください。
期日　10 月 27 日（木）
科目　国語、社会、数学、理科、
外国語（英語）
申込期間　8 月 22 日～ 9 月 9 日

（消印有効）
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1118

中学卒業程度
認定試験

　スローガンは「せせらぎに　
ぼくも魚も　すきとおる」。
　鳥や魚、虫など、きれいな川
にはみんなが集まります。水と
緑に囲まれて、私たちに癒しを
与えてくれる川。そんな川をい
つまでも美しく保ちましょう。
詳細　国土交通省木曽川上流河
川事務所☎ 058-251-1326

7 月は
河川愛護月間

　70 ～ 74 歳の方に交付されて
いる国民健康保険高齢受給者証
を 8 月 1 日から更新します。
　平成 27 年中の所得により自
己負担割合を判定し、7 月末ま
でに新しい受給者証を郵送しま
す。これまでお使いの受給者証
は、有効期限が切れてから破棄
してください。
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1099

国民健康保険
高齢受給者証更新

福祉医療費助成対象者 所得制限 申請時の持参品

重
度
障
が
い
者

身体
障がい者 身障手帳 1 ～ 3 級所持者

あり
（特別児童

扶養手当
制限額を
準用）

・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神保健福祉手帳
・戦傷病者手帳
・他市町村から転入
　の場合は所得課税
　証明

知的
障がい者

・療育手帳 A1・A2・B1 所持者
・療育手帳 B2 かつ身障手帳 4
　～ 6 級所持者

精神
障がい者

精神保健福祉手帳 1 級・2 級（有
効期限内であること）所持者

戦傷病者
戦傷病者手帳所持者で、特別項
症～第 4 項症までに該当かつ身
障手帳 4 級所持者

母子・父子
家庭など

・18 歳到達後の年度末までの児
　童を扶養している、配偶者の
　いない母（父）と当該児童

・父母のいない 18 歳到達後の年
　度末までの児童

・引き続き高等学校等に通学する
　場合は、19 歳の誕生月末まで
　（母・父についても同様）

あり
（児童扶養

手当制限
額を準用）

・公的年金証書（児
　童扶養手当など）

・戸籍謄本など
・他市町村から転入
　の場合は所得課税
　証明

こども
（乳幼児・小学

生・中学生）

0 歳～中学 3 年生（15 歳の年度
末日） なし なし

【保険料免除制度】
　経済的に納付が困難な場合
に、保険料の納付を免除・猶予
する制度があります。免除の判
定は、被保険者、配偶者、世帯
主の前年所得（失業を理由とす
る場合を除く）を基準とします。
免除された期間は、受給資格期
間に算入され、段階に応じた割
合で年金額に反映されます。
免除区分と月々の保険料　 ▽ 全
額免除＝なし ▽ 4 分の 3 免除＝
4070 円 ▽半額免除＝ 8130 円 ▽

4 分の 1 免除＝ 1 万 2200 円
【納付猶予制度】

　被保険者（20 歳以上 50 歳未
満の方）と配偶者の前年所得（失
業を理由とする場合を除く）が
判定の基準です。猶予された期
間は、受給資格期間に算入され
ますが、年金額には反映されま
せん。

【保険料の追納】
　免除・猶予された場合、10
年以内であれば、さかのぼって
保険料を納められます。ただし、
2 年以上経過すると、当時の保
険料に政令で定める額が加算さ
れます。

【申請の手続き】
申請の窓口　市民課国民年金係
持参品　 ▽年金手帳・印鑑 ▽失
業を理由とする場合＝雇用保険
受給資格者証、または離職票の
写しなど
備 考　 ▽ 承認期間は、28 年 7
月分～ 29 年 6 月分 ▽ 結果は約
2 カ月後に年金事務所から通知
します ▽ 平成 26 年 4 月から、
申請が遅れても過去 2 年分まで
さかのぼって、免除などを申請
できるようになりました
詳細　 ▽ 申請受付＝市民課☎
058-383-1113 ▽ 審査結果＝岐
阜南年金事務所☎ 058-273-6161

「社会を明るくする
運動」強調月間

　法務省主唱の「社会を明るく
する運動」は、犯罪や非行の防
止と、犯罪者の更生への理解を
深め、力を合わせて犯罪非行の
ない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。
　強調月間として、市では 7 月
に市内スーパーなどで啓発活動
を行います。この運動を通して、
明るく住みよい各務原市を作り
ましょう。
詳 細　福祉総務課☎ 058-383-
1358

　５月末までに被保険者となっ
た方に対して、７月中旬に「保
険料額決定通知書・納入通知書・
納付書」を送付します。

【保険料の算出方法】
　被保険者全員が等しく負担す
る「均等割額（4 万 2690 円）」と、
所得に応じて負担する「所得割
額（前年所得より算定）」の合
計額です。平成 28 年度の保険
料は、平成 27 年中の所得をも
とに、個人単位で計算されます。

【保険料の軽減について】
　制度加入前日まで、被用者保
険（国民健康保険や国民健康保
険組合以外の医療保険）の被扶
養者だった方は、保険料が軽減
されます。また、被保険者本人
や世帯の所得水準により保険料
が軽減される場合があります。

【保険料の納付方法について】
　特別徴収（年金天引）と普通徴
収（口座振替や納付書での納付）
があります。送付した納入通知
書で確認ください。昨年度、普
通徴収の方でも、条件によって
10 月から特別徴収になる場合
があります。
　特別徴収されている方で口座
振替を希望される場合は、金融
機関へ口座振替の申込と、医療
保険課へ納付方法の変更届出を
してください。
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128

後期高齢者医療
納入通知書を送付

　地域の生態系
保全のため、平
成 27 年 度「 清
流 の 国 ぎ ふ 森
林・環境基金事
業」を活用し、緑苑北地区にい
るアルゼンチンアリの防除を行
いました。その結果、生息区域
縮小・生息数低減などの効果を
あげることができました。
　平成 28 年度も同基金を活用
し、緑苑北自治会、緑苑小、緑
陽中との協働で、アルゼンチン
アリの根絶を目指し防除活動を
進めています。
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4231

アルゼンチンアリ
防除活動

区分　①警察官 AⅡ男性・女性
②警察官 B 男性・女性
申込期間　7 月 15 日～ 8 月 16
日（１次試験は 9 月 18 日）
備考　対象などは下記へ
詳細　各務原警察署警務課☎ 05
8-383-0110

警察官を募集
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8 月 1 日（月）まで

固定資産税　　2 期
都市計画税　　2 期
介護保険料　7 月分
後期高齢医療　1 期

今月の

納　税

テクノプラザ
CAD研修

【Design 3DCAD 講座 （Rhinoceros
and Framingo）】
期間　7 月 4 日～ 5 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【Pro/ENGINEER 基礎】
期間　7 月 6 日～ 8 日（3 日間）
費用　2 万 520 円

【SOLIDWORKS 図面】
期日　7 月 14 日（木）
費用　1 万 80 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

【小学生のための救命入門コース】
時間　9:00 ～ 10:30
対象　市内の小学 5・6 年生

【普通救命講習Ⅲ（乳児）】
時間　13:00 ～ 16:00

【共通事項】
期日　8 月 7 日（日）
場所　消防本部（那加桜町 1）
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲み物
備考　▽ ５人未満は中止にな
る場合あり▽ 修了証を発行
申込と詳細　8 月 5 日までに救
急指令課☎ 058-382-3596

ご参加ください
救命講習

8月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯磨きをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（7 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

期日 場所 対象出生児

8 月 2 日
（火） 総合

福祉会館

平成 28 年
3 月 1 ～ 15 日

8 月 3 日
（水）

平成 28 年
3 月 16 ～ 31 日

8 月 4 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 28 年 3 月

ト（記入済）を持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番
号札を 12:30 ～配布）
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽西小校区
▽ あさひ子ども館＝鵜沼・稲
羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽ 所要時間は 2 時間程
度▽ 駐車料金の補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

期日 場所 対象出生児

8 月 29 日
（月）

総合
福祉会館

平成 27 年 9 月
8 月 30 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

8 月 8 日
（月） 総合

福祉会館

平成 27 年
1 月 1 ～ 15 日

8 月 9 日
（火）

平成 27 年
1 月 16 ～ 31 日

8 月 10 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 27 年 1 月

期日 場所 対象出生児

8 月 22 日
（月） 総合

福祉会館

平成 25 年
7 月 1 ～ 15 日

8 月 23 日
（火）

平成 25 年
7 月 16 ～ 31 日

8 月 24 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 25 年 7 月

日時　7 月 19 日（火）　13:00 ～
14:20（予約制）　 
場所　社会福祉課相談室（那加
桜町１）
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

　食中毒の季節で
す！ノロウイルス
や O157（ 腸 管 出
血性大腸菌）に気
を付けましょう。

【予防 3 原則】
食中毒菌を①つけない（手洗い）
②増やさない③殺菌する
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
7570

　検診料は無料です。健康管理
のため、ぜひ受診してください。
受付期間　平成 29 年 2 月 28 日
まで
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 65 歳以上の方。ただ
し以下の方は除く① 今年４月
以降に胸部エックス線検査を受
けた方② 肺疾患で現在治療中
または通院中の方③ 職場など
で受診する機会のある方④ 血
痰が６カ月以内にあった方
内容　胸部エックス線検査
申込　直接、市内指定医療機関
へお申込みください。
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

精神保健福祉士
こころの健康相談

食中毒に
気を付けましょう

結核検診を
受診しましょう

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1115

　市景観計画の「建築物の高さ
の最高限度」の変更について、
変更案の縦覧と意見書の受付を
行います。
期間　7 月 1 日～ 15 日　9:00 ～
17:00（土・日曜日除く）
場所　市役所 2 階都市計画課
申込と詳細　案について意見書
を提出する方は、縦覧期間中（必
着）に意見書 1 部を都市計画課
☎ 058-383-1111 内線 2733

景観計画
変更案の縦覧

　夏季の節電をお願いします。
熱中症に注意して、無理なく自
分のできる範囲で節電に取り組
みましょう。

【家庭でできる節電】
▽ エアコンの冷房温度は 28℃
を目安に▽ 冷蔵庫の設定を強
→中にし、扉の開閉時間と回
数を減らす▽ テレビは省エネ
モードに設定し、必要なとき以
外は消す▽ 不要な照明は消す
▽ 長時間使わない機器は、コ
ンセントからプラグを抜くなど
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4232

夏季の節電に
ご協力ください

　スローガンは、「ゆずりあう
心で夏の交通事故防止」。現在、
重大事故が多発しています。下
記に注意し、悲惨な事故をなく
しましょう。
期間　7 月 11 日～ 20 日

【子どもと高齢者の事故防止】
　子どもや高齢者を見かけたら
スピードを落とすなど、思いや
りある運転を心掛けましょう。

【全座席のシートベルトとチャ
イルドシート着用の徹底】
運転席・助手席だけでなく、後
部座席も必ずシートベルトを着
用しましょう。また、子どもの
体格にあったチャイルドシート
を正しく着用しましょう。

【飲酒運転の根絶】
　社会全体で飲酒運転を「しな
い」「させない」「ゆるさない」
環境をつくりましょう。
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

夏の交通安全
県民運動　

【市税】
休日相談日時　7 月 16 日（土）
10:00 ～ 17:00
夜間相談日時　7 月 8 日（金）・
11 日～ 14 日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】
休日相談日時　7 月 16 日（土）
13:00 ～ 17:00
夜間相談日時　7 月 8 日（金）・
11 日～ 14 日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階医療保険課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

7 月の休日・夜間
納付相談

心の通い合う街②
子どもの人権

　いじめや児童虐待など、子
どもに関わる問題の解決に
は、お互いの違いを認め、個
性として尊重するなど人権意
識を養うことが重要です。
　子どもが安心して生活でき
るよう、家庭や学校、地域で語
り合い守っていきましょう。
資料提供　まちづくり推進課

　第 1 号被保険者（65 歳以上）
の介護保険料は、前年所得にも
とづき、毎年 7 月に決定通知書
と納付書を送付します（年金か
らの支払者は決定通知書のみ）。
　保険料は介護サービスの大切
な財源です。皆が安心して利用
できるよう、必ず納めましょう。
　サービスの利用には、事前に
要介護認定申請が必要です。介
護保険課で申請してください。
詳細　介護保険課 ▽保険料につ
いて＝介護保険係☎ 058-383-
1778 ▽ 要介護認定について＝
介護認定係☎ 058-383-1970 ▽
介護予防事業について＝高齢福
祉課☎ 058-383-2124

介護保険料の
お知らせ

　7 月は「青少年の非行・被害
防止全国強調月間」です。
　青少年の健全育成は大人の責
任。地域の子どもに関心を持ち、
地域で守り育てましょう。
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

青少年の非行・
被害防止強調月間

　7 月 6 日から、「サマージャ
ンボ宝くじ」「サマージャンボ
ミニ 7000 万」が発売されます。
　宝くじの収益金は、地域のま
ちづくりに使われます。
販売期間　7 月 6 日～ 29 日
詳細　県市町村振興協会☎ 058-
277-1153

宝くじの購入は
県内の売り場で
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各務野自然遺産の森

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 7 日（日）　各務野・自然観察ウオーク
「真夏の森の生き物たちを見よう～ノリウツギの花・

チョウやトンボ、バッタ・
森は涼しい～」
持参品　筆記用具、長袖長
ズボン
■ 14 日（日）　夏休みの自由工作「ペン立て」づ
くり
　木の板に焼き付けるウッドバーニングで「ペン立て」
を作ろう。
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、材料費 900 円
■ 21 日（日）　エアーロケット実験教室
　500ml のペットボトルを
使って、エアーロケット「ポ
ケ丸」を製作しましょう。
自由研究にも最適です！
持参品　筆記用具、持ち帰
り用の袋、材料費 700 円
■ 28 日（日）　はじめての「やきもの」体験
　本格的なやきもの作りを体験。新学期に使用でき
る「ペン立て」を作ってみ
よう！
持 参 品　 筆 記 用 具、 汚 れ
てもよい服装（エプロン）、
タオル、材料費 900 円
備考　作品は、後日焼き上
げが済み次第、郵送します（着払い）

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00
定員　20 人（申込順、7 日は 30 人）
対象　小学生とその保護者（7 日は大人のみも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　7 月 1 日～「開講日と講座名、参加者
全員の住所、氏名、ふりがな、性別、年齢、電話番
号、返信用のメールアドレス、付添の方がいればそ
の旨」を明記し、メールで shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
8 月の「親と子の自然体験塾」

☎ 058-385-2773

〒504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

部門　絵画、デザイン、立体（彫刻・工芸も含む）、
書、写真
出品点数　各部門 1 人 1 点
対象　高校生
搬入　11 月 25 日（金）　9:00 ～
19:00 に産業文化センター（那
加桜町 2）
賞　 ▽ 最優秀賞・優秀賞・奨励
賞＝賞状・副賞 ▽入選＝賞状
表彰式　12 月 3 日（土）　13:30 ～産業文化センター
2 階第 3 会議室
申込　11 月 18 日までに搬入名簿を作成しメールでい
きいき楽習課、art@city.kakamigahara.gifu.jp へ
備考　 ▽ 入選以上の作品は 12 月 3 日～ 8 日に産業
文化センター 1 階あすかホールに展示 ▽ 募集要項・
搬入名簿はいきいき楽習課に設置、または市ウェブ
サイトからダウンロード可　

A
R
T

いきいき楽習課
☎ 058-383-1042

若き感性が光る
「第 26 回市高校生美術展」作品募集

　附け打ち師と若手歌舞伎役者から、歌舞伎の魅力
を学びます。実演や附け打ち体験もあります。
日時　9 月 4 日（日）14:00 ～ 16:00（開場 13:30）
場所　村国座（各務おがせ町 3）
対象　小学生以上
定員　200 人（申込順）
費用　大人 1000 円、小中学生無料（整理券が必要）
申込　7 月 15 日～いきいき楽習課、市民会館で販売、
整理券配布

C
U
LT
U
R
E

文化協会主催事業
「村国座歌舞伎教室～附け打ちから学ぶ」

各務原国際協会
☎ 058-383-1426

〒504-0912 那加桜町2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

　11 月 20 日の「各務原台地シンポジウム」に先が
けて、専門講師によるゼミを開催します。申込不要
でどなたでも参加できます。ぜひお越しください。
日時　7 月 24 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階多目的ホール（那加門前町 3）
内容　「近代における各務原台地の開発～各務原飛
行場の開設とその変遷～」鷲見隆司・垂井町立東小
学校長
詳細　電話または直接、歴史民俗資料館

　各務原の地形の成り立ちを学ぶことができる場所
を、小井土由光・岐阜大学名誉教授の案内で巡ります。
日時　8 月 21 日（日）　13:00 ～ 16:00
場所　歴史民俗資料館集合
対象　小学生
定員　30 人（申込順）
費用　500 円
申込と詳細　電話または直接、歴史民俗資料館

C
U
LT
U
R
E

K
ID
S

歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

各務原台地について学ぼう
「各務原台地ゼミナール」

夏休み小学生歴史教室
「地層・地形探検バスツアー」

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4   川島会館 4 階
㊡月曜日

　今、「競技かるた」が注目を集めています。百人
一首の変体かなを読み解き、古文書に触れてみよう。
日時　8 月 9 日（火）・10 日（水）・11日（木）　9:30 ～
11:30（全 3 回）
対象　中学・高校生
定員　20 人（申込順）
費用　450 円
申込と詳細　電話または直接、木曽川文化史料館

C
U
LT
U
R
E

木曽川文化史料館
☎ 0586-89-6055

古文書講座「夏休み 3 日計 6 時間で、
百人一首を変体かなで！」

〒 504-0914 三井東町 4-32
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1123

C
U
LT
U
R
E

小学生以上対象　夏休み埋文体験講座
「古代のアクセサリーをつくろう」

埋蔵文化財調査センター

　石製の勾玉やペンダントを作ります。
日時　① 7 月 27 日（水）、② 8 月 2 日（火）　いずれ
も 10:00 ～ 12:00
場所　中央図書館 4 階第 2・3 研修室（那加門前町3）
費用　300 円
定員　各 20 人（申込順）
申込　7 月 4 日～電話で埋
蔵文化財調査センター

　市国際交流員ジェイソン・
ヴァンミーターさんと、英語
を使って楽しくクッキング。
みんなの大好きなパンケー
キとレモネードを作ります。
日時　8 月 5 日（金）　10:00 ～ 13:00
場所　産業文化センター 4 階料理室
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　24 人（申込順）
費用　500 円（保険料、材料費含む）
申込　7 月 13 日までに、「講座名、郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、電話番号、学年」を明記し、 ▽メー
ル＝ kia@city.kakamigahara.gifu.jp、 ▽ 往復はがき
＝〒 504-8555 那加桜町 1-69、ブランド創造課内各
務原国際協会事務局

K
ID
S キッズ国際交流料理講座

「パンケーキとレモネード」

日時　8 月 3 日（水）・4 日（木）　いずれも10:30 ～ 12:00
対象　小学生（1・2 年生は保護者同伴）
定員　各 10 人（申込順）
持参品　靴下 1 足、はさみ
申込　7 月 16 日～電話か直接、もりの本やさん

〒 509-0111 鵜沼字石山　日本ラインうぬまの森内
㊡7/1・4・11・12・19・25、8/1・8・15・22・29

K
ID
S

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

毛糸やフェルトで靴下が大変身！
「くつしたでパペット人形をつくろう！」
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中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8   
 ㊡月曜日、祝日

　火災や救急の現場にすぐに駆けつけてくれる、消
防車や救急車。私たちの命を守るためにどんな働き
をしているのか、消防士さんに教えてもらいましょう。
日時　7 月 31 日（日）　9:30 ～ 11:30
場所　西部方面消防署（那加桜町 1）
対象　年少～小学 6 年生の子どもとその保護者
定員　40 人（定員をこえた場合は、昨年度のこの
講座に参加していない方を優先に抽選）
申込　7 月 19 日（必着）までに「講座名、住所、参
加者全員の氏名、子どもの学年または年齢、電話番
号」を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp または、往復はがきで中央ライフデザインセ
ンター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

親子でチャレンジ ! 講座
「消防署探検 !!」

A
R
T 気軽にお越しください

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■第 13 回デジタルフォト悠友会写真展
期間　7 月 13 日～ 18 日　9:00 ～ 17:00（13 日は
12:00 ～、18 日は 16:00 まで）
詳 細　 デ ジ タ ル フ ォ ト 悠 友 会・ 金 武 ☎ 058-382-
5377

　自分に合った色を選んで、自然素材でお肌にやさ
しいリップグロスを手作りします。
日時　7 月 23 日（土）　10:00 ～ 11:30
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
費用　受講料 300 円、材料費 1200 円
申込期限　7 月 12 日（必着）
備考　お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児）
申込　7 月 12 日（必着）までに「講座名、参加者の
氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴される方は
氏名、学年または年齢」を明記し、
メール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp または、往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口申
込の場合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

子育てママのクラフト講座
「ハンドメイドのリップグロス」

　絵本や紙芝居をみんなの前で読んでみたいと思っ
ている子、いませんか？絵本の持ち方や選び方など、
読み聞かせのちょっとしたコツを教えます。
日時　7 月 26 日（火）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階  第 2・3 研修室
対象　小学 5 年生～中学生
定員　20 人（申込順）
申込　7 月 2 日～申込書を中央図
書館 2 階カウンター、または                          
058-371-1145

中央図書館
☎ 058-383-1122

K
ID
S 読み聞かせしてみたい子、あつまれ！

「小中学生のための読み聞かせ教室」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡7/1・4・11・12・19・25、8/1・8・15・22・29

IN
FO 小学校の夏休み期間に合わせ

午前 9 時～開館します

期間　7 月21 日～ 8 月31 日　9:00 ～ 19:00
備考　時間変更は、中央図書館のみです

K
ID
S

川島ほんの家
☎ 0586-89-5610

図書館の裏側を体験
図書館を知ろう！「1 日お仕事体験」

　初めて絵本を作る人のためのやさしい講座。牛乳
パックを使って、自分だけの仕掛け絵本を作ります。
日時　7 月 27 日（水）　9:30 ～ 12:00
場所　川島会館 2 階研修室
対象　小学生（3 年生以下は保護者同伴）
定員　20 人（申込順）
申込　7 月 2 日～ 10 日に、申込書を川島ほんの家
受付カウンターへ。13 日～は電話でも受付

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡7/1・4・11・12・19・25、8/1・8・15・22・29

　図書館にはどんな仕事があるのかな？カウンター
業務、返却作業など、図書館で働く人の仕事を体験
します。
日時　7 月 21 日（木）　9:00 ～ 15:00
場所　川島ほんの家、川島会館 2 階小図書室
対象　小学 5・6 年生
定員　10 人（申込順）
申込　7 月 2 日～ 10 日に、申込書を川島ほんの家
受付カウンターへ。13 日～は電話でも受付

K
ID
S 子ども手づくり絵本教室

「おもしろ絵本をつくろう」

C
U
LT
U
R
E

文学講座①
「天堂里砂の文学講座 THE SECOND」

　天堂作品の妖しくファンタジックな世界を、小説
のストーリーや登場するキャラクターの誕生秘話を
交えながら語っていただきます。
日時　8 月 6 日（土）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階第 2・3 研修室
対象　中学生以上
定員　30 人（申込順）
講師　天堂里砂・小説家
申込　7 月 2 日～電話または直接、中央図書館 2 階
5 番カウンター

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■和太鼓零 LIVE2016 in 岐阜
日時　7 月 9 日（土）　17:30 ～（開場 17:00）
場所　文化ホール
費用　1000 円
詳細　三浦太鼓店☎ 0564-21-2271
■ピアノ発表会
日 時　7 月 10 日（ 日 ）　 ① 10:15 ～ ② 13:15 ～ ③
16:15 ～（開場はいずれも 15 分前）
場所　文化ホール
詳細　竹本☎ 090-9179-2367
■カワイミュージックフェスティバル 
日時　

△

7 月 17 日（日）　① 10:00 ～② 13:00 ～③
15:30 ～

△

7 月 18 日（月・祝）　9:30 ～（開場はい
ずれも 15 分前）

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日、7/13 ～ 9/5 は無休

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

K
ID
S 紙ヒコーキ製作と実機見学・搭乗体験

をして航空機の仕組みを学ぼう！

日時　① 8 月 7 日（日）② 9 月 10 日（土）　いず
れも 9:30 ～ 16:40
場所　かかみがはら航空宇宙科学博物館集合・解散、
中日本航空専門学校（関市迫間字吉田洞 1577-5）
内容　紙ヒコーキ製作ソフトで飛行原理を学習、実
機見学・搭乗体験（①・②ともに内容は同じ）
対象　小学 5 年生～中学 3 年生
定員　各 40 人（抽選）
申込　①は７月 20 日、②は 8 月 24 日までに、参
加申込書を、メール kokuuchu@city.kakamigahara.
gifu.jp　 058-386-9912、または郵送で博物館へ
備考　

△

申込書は博物館にあるほか博物館ウェブサ
イトからもダウンロード可

△

抽選結果は申込者全員
にお知らせします

△

昼食は各自持参

△

保護者の方は
博物館までの送迎をお願いします（講座への参加は
本人のみ）

△

会場間はバスで移動します

△

文部科学
省の宇宙航空科学技術推進委託事業「航空機設計・
製造模擬体験プログラムの構築」の一環として実施

FAX

場所　文化ホール
詳細　河合楽器製作所☎ 058-263-8822

K
ID
S

日時　7 月 24 日（日）　9:00 ～ 12:00
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　20 人
費用　650 円（受講料 150 円・
材料費 500 円）
申込　7 月 16 日　10:00 ～受講料を持参し、西ライ
フデザインセンター（10:00 時点で定員を超えた場
合は、その場で抽選）

短期講座
「ボトルシップ　子ども教室」

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒504-0912  那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

FAX

17　　　広報各務原7月 1日号 広報各務原7月 1日号　　　16



毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

な
り
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
常
を
大
切
に
し
た

こ
と
が
体
育
祭
に
つ
な
が
り
、

成
果
が
出
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
こ
の
体
育
祭
で
「
仲

間
と
の
関
わ
り
」
や
、「
友
達

と
仲
間
の
違
い
」
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
全
員
で
一
つ
の
こ

と
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
大

切
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
た
か
ら

で
す
。

　

３
年
３
組
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
の
中
で
、
誰
か
が
発
言

し
た
と
き
に
反
応
す
る
こ
と
や
、

呼
び
か
け
に
応
え
る
こ
と
を
が

ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
関
係

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
ク
ラ
ス

全
員
で
最
高
の
学
級
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
３
年
　
川
瀨
雄ゆ

う
だ
い大

さ
ん

体育祭を終えて
那加中学校

十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

睡
眠
に
は
、
身
体
的
な
疲
労

を
回
復
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
十
分

な
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
健
康

維
持
の
基
本
で
す
。「
質
の
よ
い

睡
眠
」
が
と
れ
て
い
る
か
、
自

分
の
睡
眠
に

つ
い
て
、
見

直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

こ
ん
な
悩
み
、
ト
ラ
ブ
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

◆
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い

◆
早
朝
や
夜
中
に
目
が
覚
め
て

そ
の
ま
ま
眠
れ
な
い

◆
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て

眠
っ
た
気
が
し
な
い

　

緑
苑
剣
道
少
年
団
は
、
今
年

で
創
立
34
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
当
初
よ
り
、
剣
豪
・
宮
本

武
蔵
の
師
で
あ
る
沢た

く
あ
ん庵

和
尚
の

教
え
と
さ
れ
る「
剣
禅
一
如
」の

精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
本
の

将
来
を
担
う
健
全
な
青
少
年
育

成
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
剣
禅
一
如
」と
は
、
剣
道
修

練
を
通
し
て
、
禅
の
心
（
人
の

生
き
る
道
）
を
習
得
せ
よ
と
い

う
教
え
で
す
。
こ
の
難
し
い
言

葉
を
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
少
年

剣
士
誓
い
の
言
葉
」
と
し
て
、

「
①
礼
儀
を
正
し
く
し
ま
す
②

両
親（
家
族
）と
友
達（
知
人
）を

大
切
に
し
ま
す
③
何
事
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
大

き
な
声
で
唱
え
、
日
々
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
全
日
本
少
年
少

女
武
道（
剣
道
）錬
成
大
会
」
で

優
秀
賞
を
勝
ち
取
る
な
ど
の
結

果
も
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
剣
道
」に
興
味
の
あ
る
園

児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ

ん
、一
緒
に
稽
古
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
　
毎
週
水
曜
日　

午
後

７
時
～
９
時
、
土
曜
日　

午
後

６
時
～
８
時　

場
所　

緑
苑
小
学
校
体
育
館（
緑

苑
北
１
）

会
費　

園
児
５
０
０
円
、小
学
生

２
０
０
０
円（
い
ず
れ
も
月
額
）

詳
細　

樋
口
☎
０
９
０
（
２
５

７
３
）
６
４
８
３

緑苑剣道少年団

◆
目
覚
め
が
悪
い

◆
十
分
眠
っ
て
い
る
の
に
、
日

中
強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る

◆
十
分
眠
っ
た
は
ず
な
の
に
、

疲
労
感
が
残
る

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間

以
上
続
く
場
合
、
う
つ
病
な
ど

の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
疑
っ
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
眠
れ

な
い
く
ら
い
で
」
と
軽
視
す
る

の
は
禁
物
で
す
。
眠
り
の
ト
ラ

ブ
ル
を
自
覚
し
た
ら
、
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
質
の
良
い
眠
り
を
と
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
】

朝　

定
時
に
起
床
す
る
、
日
光

を
浴
び
る
、
だ
ら
だ
ら
と
寝
床

で
過
ご
さ
な
い
、
朝
食
を
し
っ

か
り
と
る

昼　

適
度
な
運
動
を
心
が
け

る
、
よ
く
動
い
て
日
中
の
体
温

を
上
げ
る
（
夜
と
の
体
温
差
が

快
眠
に
つ
な
が
り
ま
す
）、
昼

寝
は
20
分
程
度
に
す
る

夜　

カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー

ル
は
控
え
る
、
ぬ
る
め
の
お
湯

に
入
浴
す
る
、
好
き
な
方
法
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
習
慣
を
作

る
、
眠
気
を
感
じ
て
か
ら
布
団

に
入
る

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
６

　

那
加
中
体
育
祭
の
生
徒
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
は 

「
進
歩
～
共
に
輝

こ
う
～
」 

で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
は
「
皆
が
主
役
で
、
皆

で
前
に
進
ん
で
い
こ
う
」
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
育
祭
は
そ
の
特

別
な
取
り
組
み
だ
け
で
は
な

く
、
生
活
全
体
の
基
盤
と
な
る

日
常
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
で
は
、
体
育
祭
の
取

り
組
み
と
同
時
進
行
で
「
あ
い

さ
つ
」
と
「
時
間
行
動
」
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
」は
、
他
人
任
せ

に
す
る
こ
と
な
く
全
員
が
声
を

出
す
こ
と
、「
時
間
行
動
」で
は
、

授
業
の
２
分
前
に
は
席
に
つ
い

て
次
の
授
業
の
準
備
を
す
る
こ

と
を
大
切
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
毎
日
の
生
活
で
係
が
声
を

出
し
、
み
ん
な
で
応
え
る
こ
と

が
、
体
育
祭
の
練
習
や
当
日
の

姿
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

　

練
習
は
５
月
２
日
か
ら
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３

年
３
組
で
は
、
励
ま
し
合
い
を

す
る
な
ど
、
仲
間
の
気
持
ち
を

考
え
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
団
の
下
級
生
に
練
習
の
方
法

や
コ
ツ
を
教
え
る
な
ど
、
団
で

協
力
す
る
こ
と
も
大
切
に
し
ま

し
た
。

　

体
育
祭
当
日
は
、
黄
団
全
員

が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
黄
団

で
は
声
を
出
し
て
団
を
盛
り
上

げ
、
雰
囲
気
が
ど
ん
ど
ん
良
く

睡
眠
と
こ
こ
ろ
の
健
康

片岡稔さん｜中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会で史跡巡りウオークを企画

　

江
戸
時
代
の
宿
場
町
の
趣
を

現
代
に
伝
え
る
、
中
山
道
鵜
沼

宿
。
平
成
20
年
の
再
生
整
備
を

機
に
「
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」
が
発
足
し
た
。

片
岡
稔
さ
ん
は
、
当
初
か
ら
現

在
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
と
し
て
活
躍
す
る
一
人
だ
。

　

現
地
で
の
案
内
に
加
え
、
地

域
情
報
紙
で
市
内
の
史
跡
を
紹

介
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

昨
年
、
市
内
に
点
在
す
る
名
所

旧
跡
を
、
ガ
イ
ド
と
と
も
に
歩

く
「
史
跡
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク
」

を
企
画
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

史
跡
巡
り
ウ
オ
ー
ク
は
、
全

21
コ
ー
ス
に
市
内
１
４
６
の
史

跡
な
ど
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
参
加
者
が
無
理
な
く

楽
し
め
る
よ
う
、
所
要
時
間
や

移
動
距
離
を
考
慮
し
、
片
岡
さ

ん
ら
が
実
際
に
歩
い
て
コ
ー
ス

を
設
定
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
ガ
イ
ド

す
る
と
、「
こ
ん
な
史
跡
が
あ
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」や「
い

つ
も
見
て
い
た
碑
に
、
そ
ん
な

い
わ
れ
が
あ
る
な
ん
て
」
と
い

う
驚
き
の
声
を
何
度
も
耳
に
し

た
と
い
う
片
岡
さ
ん
。「
歴
史
あ

る
史
跡
を
知
ら
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
、
よ
り
多
く
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
何
度
も
検
討
を
重
ね
た
。

　

そ
こ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
が
、

「
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」を
実
施
す
る

と
い
う
も
の
。
参
加
者
に
シ
ー

ル
を
配
り
、
そ
の
シ
ー
ル
を
集

め
る
と
市
の
特
産
品
と
交
換
で

き
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
市

観
光
協
会
の
協
賛
で
実
現
し
、

６
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

協
会
の
担
当
者
も
、「
各
務
原
の

魅
力
を
、
何
度
も
楽
し
め
る
企

画
だ
」
と
、
さ
ら
な
る
盛
り
上

が
り
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
資
料
を
調
べ
直
し
、

紙
芝
居
を
準
備
す
る
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
に
も

余
念
が
な
い
片
岡
さ
ん
。「
ぜ
ひ

史
跡
巡
り
ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し

て
、
私
た
ち
の
ガ
イ
ド
で
、
市

内
の
史
跡
と
そ
の
逸
話
を
学
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
、
力
強
く
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

KATAOKA Minoru
鵜沼朝日町在住。趣味はウオーキ
ングで、毎日 1 時間は歩く。おす
すめのコースは木曽川河畔。

史跡巡りウオークで、市内の史跡を学んでください
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

め
ざ
せ
！

　5 月 15 日、各務野自然遺産の森で「親子 YOG
A ＆子ども森たんけん隊」が開催され、参加した
親子がヨガを楽しみました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
たとえヨガのポーズが苦しくても、親子の表情は
明るく、一生懸命にがんばり楽しんでいました。
呼吸法から始まり、最後は親子のハグで終わりま
した。ヨガを介して、親子が触れ合う姿に感激し
ました。

一人前の消防士になるために

夏の始まりを告げる「うかい開き」 プロの指導で「ナイスショット」！

138タワー階段駆け上がり訓練

木曽川うかい開き 那加三小スナッグゴルフ講習会

親子YOGA＆子ども森たんけん隊

　川島小網町にある県消防学校の新人職員 105
人が、愛知県一宮市にある 138 タワーで毎年恒
例の「階段駆け上がり訓練」に挑みました。
　中高層での火災を想定した消防活動と、任務に
必要な体力の向上を目的に開催されているこの訓
練。約 8kg の防火衣を身に付けた「消防士の卵」
たちが、息を切らしながらも地上 100 ｍ、全 513
段の階段を懸命に駆け上がるその姿は、頼もしさ
に溢れていました。　　　     　　　　（6 月 7 日）

　各務原市と犬山市の境を流れる木曽川を舞台に
繰り広げられる「木曽川うかい」は、1300 年以
上の歴史を誇る夏の伝統行事。
　今年も、6 月 1 日に昼鵜飼での「うかい開き」
が行われ、昔ながらの装束に身を包んだ鵜匠が熟
練の手綱さばきを披露しました。
　開幕式に出席した浅野市長は、「今年も木曽川
の夏の風物詩を、多くの人に楽しんでもらいたい」
と呼びかけました

　5 月 25 日に、入門用のゴルフ「スナッグゴルフ」
の道具一式が市に寄贈され、那加第三小学校で講
習会が行われました。
　この日は、6 年生児童 73 人がスナッグゴルフ
に初挑戦。日本プロゴルフ協会のプロゴルファー
に、握り方やフォームを教わりました。
　参加した児童は、「うまく遠くに飛ばせたとき
は、すごく気持ちよかったです」と楽しそうな笑
顔を見せていました。

　
竹
男
に
は
夢
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
軒
下
で
の
話
は
、
家
の
中

で
寝
て
い
る
勘
助
の
耳
に
も
入
っ
て
い
た
。

庄
蔵
は
わ
ざ
と
勘
助
に
も
聞
か
せ
よ
う
と
し

た
の
だ
。

「
各
務
野
に
飛
行
場
が
出
来
、
こ
れ
か
ら
は

飛
行
機
が
時
代
の
先
端
に
な
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
蘇
原
村
を
発
展
さ
せ
る
に
は
い
か
に

農
業
を
振
興
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
村
民
が
団
結
し
自
作
も
小
作
も
知
恵
を

出
し
合
っ
て
協
力
し
合
う
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
は
若
者
が
新
し
い
農
業
の
や
り
方
を
考

え
る
の
だ
。
そ
の
た
め
に
農
業
補
習
学
校
だ

け
で
な
く
、
蘇
原
に
も
農
会
を
作
っ
て
新
し

い
技
術
や
品
種
改
良
を
勉
強
し
、
い
い
物
を

よ
り
多
く
収
穫
す
る
。
分
か
る
じ
ゃ
ろ
」

 

― 

つ
づ
く
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「
い
や
、
何
で
も
な
い
。
ち
ょ
っ
と
変
な
こ

と
を
言
い
出
し
て
な
。
あ
い
つ
は
勉
強
も
出

来
る
で
東
京
の
大
学
へ
行
か
せ
て
や
る
つ
も

り
な
の
や
が
、
何
で
か
急
に
嫌
だ
と
言
い
出

し
て
…
家
内
が
慌
て
と
る
。
も
し
、
あ
ん
た

の
所
へ
も
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
ら
、

大
学
へ
行
く
よ
う
に
言
っ
て
や
っ
て
く
ろ
」

「
い
や
ぁ
、
わ
し
な
ん
か
」

「
竹
男
君
。
お
前
サ
の
こ
と
は
毅

つ
よ
し
か
ら
何
べ

ん
も
聞
い
と
る
。
毅
よ
り
勉
強
が
出
来
た
ん

や
て
。
勘
助
サ
が
元
気
や
っ
た
ら
高
等
科
ぐ

ら
い
行
け
た
の
に
惜
し
い
っ
て
そ
う
言
う
て

お
っ
た
わ
。
だ
か
ら
、
わ
し
は
何
と
か
お
前

サ
の
力
に
な
り
た
い
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
相
談
に
乗
る
で
。
こ
れ
か
ら
は
百
姓
に

も
教
育
が
必
要
や
。
そ
ん
な
時
代
が
や
っ
て

来
る
で
の
」

　
さ
ら
に
庄
蔵
は
、
竹
男
の
家
の
軒
下
に
腰

を
下
ろ
し
、
今
後
の
蘇
原
村
の
農
業
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
滔と

う
と
う々

と
語
っ
た
。

【これまでのあらすじ】大正8年（1919年）の稲葉郡蘇原村。平田竹男の父、勘助が病に倒れ、平田家はさらに厳しい生活を強いられる。
　　　　　　　　　　そんなある日、竹男は友人・大平田毅の父で、蘇原村村長の庄蔵から「毅から連絡がないか」と尋ねられ…

　

こ
の
間
、
ら
ら
ら
は
可
児
市
に
あ
る
花
フ
ェ

ス
タ
記
念
公
園
の
バ
ラ
園
に
行
っ
た
ら
ら
。
気

球
や
汽
車
に
も
乗
っ
た
し
、
友
達
の
ミ
ナ
モ
に

も
会
っ
た
ら
ら
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
の
と

こ
ろ
に
遊
び
に
行
く
ら
ら
。

　

最
近
、
ら
ら
ら
は
が
ん
ば
っ
て
お
出
か
け
し

て
る
ら
ら
。
こ
れ
な
ら
、「
見
習
い
」
が
と
れ

る
日
も
近
い
は
ず
ら
ら
。

　

あ
、ら
ら
ら
は
、今
年
も「
ゆ
る
キ
ャ
ラ  

グ
ラ

ン
プ
リ
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
ら
ら
。
投
票
は

７
月
22
日
ス
タ
ー
ト
ら
ら
。
み
ん
な
に
ぜ
ひ
応

援
し
て
ほ
し
い
ら
ら
。

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
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５
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押し花アート

「好きな風景」

地元の作品展で押し花アートに出会い、自分でも作品作

りを始めてから、はや 10 年。花が好きな私にとって、

作品を作る時間はもちろん、美しく咲いた花を摘んで押

し花にする作業も楽しく、癒される時間です。

完成したときの感動、そして孫の「かわいいね」の一言

が嬉しくて、次の作品に向かうエネルギーになります。 福井すま子さん
（那加東亜町）

CITY
GALLERY

大好きな花を押して、絵にする喜び

佐々木　優
ゆ あ

空ちゃん（H24.9.22 生）

よく笑って、元気いっぱいの佑吏！たくさん

食べて、たくさん遊んで、大きくなあれ !!

（良太さん・美奈さん、鵜沼各務原町）

おてんばで、ちょっぴりおませなゆあ。いつ

も笑顔をありがとう。優しい子になってね。

（和俊さん・早紀さん、各務山の前町）

曽
そ が べ

我部　佑
ゆう

吏
り

ちゃん（H27.10.10 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8520 人（男　7万 3457 人・女　7万 5063 人）

世帯｜ 5万 8189 世帯　　　　　平成 28 年 6月 1日現在
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